
日
本
共
産
党
尾
村
利
成
島
根
県

議
は
松
江
市
議
団
と
共
に
９
日
、

松
江
市
で
議
会
報
告
会
を
開
き
、

約
９
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
、
現
行
の
島
根
原

発
の
避
難
計
画
は
「
入
院
患
者
は

山
陽
３
県
へ
転
院
予
定
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
な
ど
で
ベ
ッ
ド
が
不
足

す
れ
ば
四
国
、
関
西
の
病
院
へ
行

く
こ
と
と
な
る
。
な
ぜ
病
気
で
苦

し
む
人
が
避
難
さ
せ
ら
れ
る
の
か
。

危
険
な
原
発
は
動
か
す
べ
き
で
は

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

会
場
か
ら
５
氏
が
発
言
、
統
一

協
会
の
霊
感
商
法
被
害
に
遭
っ
た

女
性
は
「
岸
田
首
相
は
解
散
命
令

に
後
ろ
向
き
。
共
産
党
に
追
及

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

松
江
生
協
病
院
の
眞
木
高
之

副
院
長
（
医
師
）
は
、
国
の
医

療
費
削
減
路
線
で
苦
し
む
患
者

の
実
態
を
語
り
、
「
県
政
は
国

の
悪
政
の
防
波
堤
の
役
割
を
果

し
て
」
と
話
し
ま
し
た
。
市
民

団
体
「
ま
つ
え
ワ
ニ
の
会
」
の

遠
藤
修
一
代
表
は
「
市
民
と
行

政
の
協
力
が
重
要
。
引
き
続
き

力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、

小
草
一
政
副
代
表
は
「
尾
村
県

議
の
質
問
は
迫
力
満
点
だ
っ
た
」

と
語
り
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
、
市
議

と
な
っ
て
１
年
半
の
取
組
、
就
学

援
助
制
度
の
充
実
、
制
服
や
校
則
、

学
校
ト
イ
レ
の
問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
攻
撃
す
る
旧
統
一
協
会
と

行
政
の
関
わ
り
、
島
根
原
発
に
つ

い
て
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

舟
木
け
ん
じ
市
議
は
教
員
不
足

問
題
で
現
場
の
実
態
を
議
会
で
度
々

訴
え
て
き
た
こ
と
、
不
登
校
問
題

で
の
行
政
の
対
応
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。

中
国
地
方
で
い
っ
せ
い
宣
伝

21
日
、
日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
両
県
議
、
舟
木
け

ん
じ
、
た
ち
ば
な
ふ
み
両
松
江
市

議
ら
が
ま
ち
か
ど
宣
伝
し
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
、
岸
田
政
権
に
よ
る

国
葬
強
行
や
自
民
党
と
統
一
協
会

の
癒
着
、
物
価
高

騰
に
対
す
る
無
為

無
策
を
批
判
。
細

田
博
之
衆
院
議
長

（
衆
院
島
根
１
区
）

と
統
一
協
会
の
根

深
い
関
係
に
ふ
れ
、

「
徹
底
究
明
に
向

け
引
き
続
き
全
力

を
挙
げ
ま
す
」
と

訴
え
ま
し
た
。

物
価
高
騰
か
ら

く
ら
し
と
営
業
を

守
る
党
の
緊
急
提
案
も
紹
介
し
、

「
景
気
回
復
の
た
め
に
消
費
税
５

％
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中

止
、
医
療
費
負
担
増
の
撤
回
を
求

め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

舟
木
市
議
は
、
「
年
金
削
減
に

医
療
費
２
倍
化
、
保
育
園
や
学
校

の
人
員
増
に
は
背
を
向
け
大
軍
拡

を
す
す
め
る
政
治
を
変
え
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
市
議
は
「
上
定
市
長

は
島
根
原
発
２
号
機
再
稼
働
に
同

意
し
た
。
市
民
の
生
命
・
財
産
守

る
た
め
原
発
推
進
の
決
算
に
反
対
」

と
９
月
議
会
に
つ
い
て
報
告
。
ま

た
給
食
費
負
担
軽
減
の
全
国
の
取

組
、
松
江
市
の
対
応
を
紹
介
、
も
っ

と
子
育
て
支
援
を
と
訴
え
ま
し
た
。
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物価高騰から暮らしまもれ
議員団がまちかどから訴え

党
創
立
１
０
０
周
年
の
記
念

講
演
を
３
時
間
か
け
て
じ
っ
く

り
読
ん
だ
。
読
ん
で
ゆ
く
う
ち

に
、
戦
前
か
ら
の
党
員
の
不
屈

の
闘
い
が
脳
裏
に
蘇
っ
て
来
た
。

勿
論
自
分
の
入
党
前
の
党
の
姿

は
文
書
や
学
習
会
で
知
っ
た
だ

け
で
あ
る
が
、
小
林
多
喜
二
の

「
党
生
活
者
」
な
ど
の
小
説
や

文
献
な
ど
で
語
ら
れ
た
非
合
法

下
で
の
党
活
動
の
厳
し
さ
を
思

い
、
不
思
議
な
く
ら
い
自
分
が

党
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感

じ
た
。

私
は
19
歳
で
入
党
し
た
。
そ

の
年
の
９
月
に
東
出
雲
町
が
合

併
し
て
最
初
の
町
議
選
が
あ
り
、

長
谷
川
仁
さ
ん
が
立
候
補
し
た
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
町
政
を
め
ざ
し

「
佐
藤
町
政
を
町
民
の
手
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
不
正
を
暴

く
機
関
誌
「
ま
ち
の
灯
」
を
１

部
５
円
で
売
り
歩
い
た
。
多
く

の
町
民
か
ら
期
待
さ
れ
、
綴
っ

て
保
存
し
て
い
る
人
も
あ
っ
た
。

選
挙
結
果
は
一
位
当
選
で
マ
ス

コ
ミ
を
驚
か
せ
た
。

長
谷
川
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、

浅
野
ひ
で
子
さ
ん
と
私
が
町
議

に
当
選
し
た
の
は
昭
和
41
年
、

30
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
着
た
こ

と
も
な
い
背
広

に
ネ
ク
タ
イ
で

一
日
中
会
議
で

座
っ
て
い
る
こ

と
は
こ
の
上
も

な
い
苦
痛
で
あ
っ

た
。
議
員
団
会

議
で
「
報
わ
れ

る
こ
と
を
欲
し

な
い
、
限
り
な

き
大
衆
奉
仕
」

を
教
え
ら
れ
た
。

36
年
間
の
議
員
活
動
は
、
自
然

を
守
る
た
め
の
「
ゴ
ル
フ
場
建

設
阻
止
」
「
危
険
な
産
業
廃
棄

物
場
建
設
阻
止
」
「
宝
満
山
公

害
対
策
」
等
の
住
民
運
動
と
、

そ
れ
を
伝
え
る
「
ま
ち
の
灯
」

の
共
同
活
動
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。

「
中
海
干
拓
淡
水

化
事
業
」
を
中
止

さ
せ
た
運
動
は
、

島
根
県
政
上
は
勿

論
、
国
政
上
も
特

筆
す
べ
き
運
動
で

あ
っ
た
。

昭
和
38
年
４
月

に
共
産
党
島
根
県

委
員
会
は
中
海
干

拓
事
業
反
対
の
意

見
書
を
発
表
、
「
民
主
島
根
」

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
宣
伝

を
開
始
し
た
。

昭
和
46
年
初
め
て
共
産
党
が

県
議
会
で
議
席
を
得
、
長
谷
川

仁
県
議
が
誕
生
、
干
拓
問
題
は

県
議
会
の
重
要
課
題
と
な
っ
た
。

日
本
科
学
者
会
議
の
保
母
武

彦
島
大
教
授
を
中
心
と
し
た
専

門
学
者
と
住
民
団
体
、
漁
業
組

合
、
共
産
党
の
国
・
地
方
議
員

団
が
共
同
で
た
た
か
っ
た
。
県

会
で
は
長
谷
川
、
国
会
で
は
中

林
よ
し
子
衆
院
議
員
が
取
り
上

げ
、
「
国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」

で
初
め
て
中
止
に
追
い
込
ん
だ
。

「
宍
道
湖
の
シ
ジ
ミ
」
は
こ

の
運
動
で
残
さ
れ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

党
の
歴
史
に
励
ま
さ
れ
67
年

自
然
を
守
る
住
民
運
動
と
共
に

日本共産党
100周年

元
東
出
雲
町
議

一
瀬
徳
信

いっせい宣伝する県議団、市議団ら


